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が 2015 年 4 月 30 日に 発表した許諾条件の変更によるも
のです。(2016年4月20日京都大学附属図書館学術支援課
学術支援掛より)
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た。感受性検査はCLSI（Clinical and Laboratory Standards Institute）法に基づき20種の抗







 B. fragilis はβラクタム/βラクタマーゼ阻害薬配合薬（以下、BLBLIs）とカルバペネムに






















91.6-97.2%、メトロニダゾール（MNZ）に 100%感受性であった。B. fragilis 以外の 
Bacteroides・Parabacteroides 属菌は BLBLIs に 86.4-98.2％、カルバペネム・MNZ
に 98.2-99.1％感受性であった。他のグラム陰性菌は BLBLIs・カルバペネム・MNZ
に感受性良好であった。C. difficileはMNZに 100%感受性、C. difficileを除くグラム








  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 5月 7日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
